
京町家の未来を考える
歴史都市のマネジメントⅢ

京町家再生研究会　公開シンポジウム

日時　2026年11月1日（日）14時から16時30分
会場　京都経済センター　大会議室３-F
　　　（京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町）

登壇者
「まちに住まう」
玉村匡（弁護士）
「京都市の施策について」
原章仁（京都市都市計画局まち再生・創造推進室）
聞き手  小島富佐江（京町家再生研究会理事）

参加費無料
定員　80名（先着順により事前申し込みが必要です）
期限　10月28日（金）まで
（定員に達した場合は、申し込み受付を終了します）



特定非営利活動法人  京町家再生研究会
〒604‒8214 京都府京都市中京区新町通錦小路上る百足屋町
WEB  https://saisei .kyomachiya.net

2024年12月と2026年２月、
２回の公開シンポジウムを通じて、みなさまと一緒に考えてきた京町家の未来。

シリーズ３回目となる
今回のテーマは「住環境権」です。

前回の公開シンポジウムでコメントをいただいた弁護士・玉村匡先生を迎え、
町家を住まいとして継承するための制度について議論を深めていきます。

都市生活の要として人々が生活し、働く場所にもなっていた京町家。
職住共存のシンボルでもあり、よりどころでもありましたが、
都市の開発圧力を受けて住まいとしての機能が脅かされているという現状があります。

住まいとして京町家を捉え直し、今後必要となる方策を考えていきましょう。

当日は、玉村匡先生より「住環境権」についてお話を伺います。
また、積極的に京町家保全・継承の施策を進めている京都市の取り組みについて、
京都市都市計画局まち再生・創造推進室の原章仁氏からお話を伺います。

これらを踏まえて、都市の生活や地域の文化について議論していきます。

みなさまのご参加をお待ちしています。
よろしくお願い申し上げます。

参加申込

https://x.gd/saisei20261101

メール｜saisei@kyomachiya.net

◯ 右のQRコード、または下記のURLにアクセスし必要事項をご記入ください

◯ メールでのお申し込み方法
お名前、ご連絡先、ご住所を記入の上、下記アドレスにお申し込みください


